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原 案 作 成 者：一般社団法人日本自動車部品工業会 
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この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本自動車部品工業会（JAPIA）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出

があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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自動車部品－ディーゼル機関用フューエルフィルタ－

水分離効率試験方法 

Automotive parts-Test method for water separation efficiency of fuel  

filters for diesel engines 

 

序文 

この規格は，2018 年に第 1 版として発行された ISO 16332 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

ISO 16332 は，技術仕様書である ISO/TS 16332:2006 を技術的に変更して作成した国際規格であり，

ISO/TS 16332:2006 からの主な変更点は次のとおりである。 

－ 試験燃料の規定 

－ IFT 測定標準及び界面のエージング 

－ 水滴径分布 

－ 試験時間 

－ 事前調整サイクルの追加 

－ 2 回のラウンドロビン試験実施による試験方法の検証（附属書 G）の追加 

乗用車，大型車，オフロード車などに装着された最近の燃料噴射装置は，長寿命を保証するために，全

ての不溶解コンタミナントについて，高効率で，かつ，安定した効率のろ過を必要としている。固体コン

タミナント以外でも，不溶解水分は，微細に又は粗く乳化した形で，噴射システムの寿命を短くする可能

性がある。高水準の水分離効率を備えた適切な燃料／水セパレータは，システムの長寿命化に必須である。 

市場における不溶解水分の分離効率に影響を与える主な要因は，燃料品質によるものである。燃料品質

は世界のそれぞれの地域ごとに大きく異なっており，またバイオ成分が燃料に加わると品質が変わること

がある。さらに，水分離効率は燃料組成にも大きく影響される。 

水分離効率試験方法の標準化では，二つの主用途での適用に当たって，次に留意する必要がある。 

a) 燃料／水セパレータの市場での性能評価 市場条件の下で燃料／水セパレータの性能を評価するに

は，市販されている未調製の燃料が必要である。 

b) 再現可能な試験条件下での燃料／水セパレータの比較 ラボでの燃料／水セパレータの比較には，安

定した再現性のある試験条件を達成するため，燃料の調製が必要である。調製した燃料で得られる水

分離効率の結果は，市販で得られる未調製の燃料での水分離効率の結果と大きく異なる可能性がある

ことに留意する。 

なお，新品の燃料／水セパレータで実施する試験では，水分離効率が非常に高い結果となる可能性があ

る。 

注記 作動条件に起因する燃料／水セパレータのエージングは，その水分離機能に大きな影響を及ぼ

す可能性がある。“使用済み”状態の燃料／水セパレータを試験するためには，前もってエージ


